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四万十川自然再生協議会 

会 則 

（名称） 

第 1 条 この会の名称は、「四万十川自然再生協議会」（以下「本会」という）

と称する。 

（目的） 

第２条 本会は四万十川の豊かな自然と環境を守るため、自然再生推進法の理念

に基づき、流域住民が主体となり、意見・提案・活動を行い、自然環境の

保全・再生と地域の活性化を図ることを目的とする。 

（会員） 

第３条 本会への参加は、この会の主旨を尊重し、行動を共にする団体とする。 

（役員） 

第４条 本会に次の役員を置く。 

会長１名、副会長３名以内、事務局長１名、幹事若干名（内２名以内を

会計監査に任命）。 

 会長、副会長は総会にて選出し、事務局長、幹事は会長が任命する。 

２．会長は本会を代表し会務を統括する。なお、会長が会務遂行が困難な場

合は、会長が指名した副会長がその任にあたる。 

（任期） 

第５条 役員の任期は２年とする。但し再任は妨げない。 

（運営・会議） 

第６条 本会の運営は、総会、役員会により行う。 

２．本会の会議は、必要に応じて会長が招集する。 

３．会長は本会の会議の議長とする。 

４．総会は毎年１回を原則とし、年間の活動方針・活動内容を決定するもの

とする。 

５．総会は全員の出席者の過半数で決定し、可不同数の場合は議長が決定す

る。 

６．会長は必要があると認めるときは、会員以外の者の出席を求め、説明又 

は意見を聴くことができる。 
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（総会での決定事項） 

第７条 総会において決すべき事項は次のとおりとする。 

（１）事業計画、予算の決定及び決算の承認

（２）会則の変更

（３）役員の選任

（４）その他、本会の目的達成上必要と認める事項

（会計） 

第８条 本会の運営にあたっては、各種団体及び一般の寄付と国、地方公共団体

等の助成金をもって運営するものとする。 

２．会計年度は 2 月 1 日～1 月 31 日とする。 

（広報） 

第９条 本会に関する協議・活動内容については、ホームページ及び広報紙等に

より、流域住民へ情報提供する。 

（事務）  

第 10 条 本会の事務局は、事務局長宅へ置く。 

第 11 条 この会則に認めるもののほか、本会の運営について必要な事項は会長が 

本会の会議に諮って定める。 

（附則） 

この会則は平成 14 年 11 月 7 日から施行する。 

平成 16 年 2 月 21 日一部改正。 

平成 19 年 2 月 17 日一部改正。 

平成 23 年 2 月 19 日一部改正。 

平成 24 年 2 月 18 日一部改正。 

平成 28 年 2 月 13 日一部改正。
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1 四万十市文化協会 36 中村くらしを見直す会

2 四万十市民憲章推進協議会 37 四万十塾

3 四万十ライオンズクラブ 38 中村ロータリークラブ

4 一般社団法人　四万十市観光協会 39 幡多信用金庫

5 土佐くろしお鉄道株式会社 40 四国電力送配電株式会社　中村支社

6 四万十市観光遊覧船連絡協議会 41 四万十川カヌークラブ

7 四万十市区長会 42 日本郵便株式会社　土佐中村郵便局

8 四万十市中村地区区長会 43 四万十市建設協会

9 四万十市富山地区区長会 44 四万十市小中学校ＰＴＡ連合会

10 四万十市東山地区区長会　 45 四万十市青少年健全育成会議

11 四万十市具同地区区長会 46 公益財団法人　四万十市スポーツ協会

12 四万十市東中筋地区区長会 47 四万十川流域住民ネットワーク

13 四万十市後川地区区長会 48 公益社団法人 トンボと自然を考える会

14 四万十市八束地区区長会 49 ネイチャーとさ

15 四万十市蕨岡地区区長会 50 中村山の会

16 四万十市大川筋地区区長会 51 四万十エコ・リバー研究会

17 四万十市下田地区区長会 52 マイヅルテンナンショウの会

18 四万十市中筋地区区長会 53 公益社団法人　幡多法人会　中村支部

19 中村商工会議所 54 魚山研

20 中村商工会議所　青年部 55 公益財団法人　四万十川財団　

21 四万十市連合婦人会 56 四万十つるの里づくりの会

22 四万十ロータリークラブ 57 高知県幡多土木事務所

23 一般社団法人　中村青年会議所 58 高知県林業振興・環境部自然共生課

24 四万十市商店街振興組合連合会 59 四万十市教育委員会

25 高知県農業協同組合幡多地区中村支所 60 四万十市環境生活課

26 中村プラザデザイン事務所 61 四万十市観光商工課　観光係

27 「やすらぎの川辺・田野川」を守る会 62 高知県土木部河川課

28 一般社団法人　幡多広域観光協議会 63 高知県幡多林業事務所

29 四万十わかば更生保護女性会 64 渡川ダム統合管理事務所

30 四万十川漁業協同組合連合会 65 中村河川国道事務所　河川管理課

31 四万十川西部漁業協同組合

32 四万十川東部漁業協同組合

33 四万十川中央漁業協同組合

34 四万十川下流漁業協同組合

35 中村ゴルフクラブ

四万十川自然再生協議会 加盟団体一覧表

団体名 団体名
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令和７年度

役職 氏　　名 団体名 備　考

会長 松本　公夫 マイヅルテンナンショウの会

副会長 中山　清暁 幡多法人会　中村支部

副会長 稲田　玲子 四万十市商店街振興組合連合会

事務局長 平石　英正 四万十つるの里づくりの会

幹事 植田　英喜 幡多法人会　中村支部 会計監査

幹事 上岡　貞夫 マイヅルテンナンショウの会

幹事 寺田　悦子 幡多法人会　中村支部

幹事 渡辺　続 四万十市青少年健全育成会議

幹事 山下　慎吾 魚山研

幹事 神田　修 四万十川財団

幹事 伊与田　猛 四万十川中央漁業協同組合

幹事 清水　明子 中村商工会議所

幹事 高橋　弘 マイヅルテンナンショウの会

幹事 川波　秀教 中村青年会議所

幹事 江口　正則 マイヅルテンナンショウの会

幹事 佐伯　達雄 四万十つるの里づくりの会

幹事 乾　勇佑 中村青年会議所

幹事 宮﨑　泰典 マイヅルテンナンショウの会

幹事 新谷　大吾 中村河川国道事務所

四万十川自然再生協議会役員名簿 
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「
四

万
十

川
自

然
観

察
会

」
は

四
万

十
川

自
然

再
生

協
議

会
と

マ
イ

ヅ
ル

テ
ン

ナ
ン

シ
ョ

ウ
の

会
と

の
共

催
で

、
初

夏
と

秋
の

2
回

開
催

し
て

お
り

、
近

年
は

絶
滅

危
惧

種
マ

イ
ヅ

ル
テ

ン
ナ
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ョ
ウ

の
保

護
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成
活

動
を

中
心

に
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し

て
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的
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ー
ル

ド
と

な
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て
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る
四
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十

市
入

田
地

区
の

河
川

敷
は

、
高

知
県

希
少

野
生

動
植
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。
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植
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が
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を
行

い
ま

し
た

。
マ

イ
ヅ

ル
テ

ン
ナ

ン
シ

ョ
ウ

の
開

花
株

の
中

に
は

、
種

名
の

由
来

通
り

ツ
ル

が
羽

を
広

げ
た

よ
う

な
様

子
で

花
と

葉
を

つ
け

て
い

る
個

体
も

あ
り

、
参

加
者

は
皆

そ
の

姿
を

写
真

に
収

め
て

い
ま

し
た

。

保
護

区
の

草
刈

り
（

手
刈

り
）

マ
イ

ヅ
ル

テ
ン

ナ
ン

シ
ョ

ウ
マ

イ
ヅ

ル
テ

ン
ナ

ン
シ

ョ
ウ

の
探

索
保

護
区

の
草

刈
り

（
刈

払
機

）

7



四
万

十
川

の
入

田
地

区
の

河
畔

林
（

入
田

ヤ
ナ

ギ
林

）
で

は
、

国
土

交
通

省
の

「
四

万
十

川
自

然
再

生
事

業
（

ア
ユ

の
瀬

づ
く

り
）

」
に

よ
る

間
伐

で
林

床
に

菜
の

花
が

自
生

す
る

よ
う

に
な

っ
た

こ
と

か
ら

、
平

成
1

9
年

度
か

ら
「

菜
の

花
ま

つ
り

」
が

開
催

さ
れ

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

そ
こ

で
、

満
開

の
菜

の
花

の
咲

く
綺

麗
な

会
場

で
観

光
客

を
迎

え
た

い
と

の
思

い
か

ら
、

毎
年

秋
に

四
万

十
市

観
光

振
興

連
絡

会
議

が
地

元
の

市
民

団
体

等
に

呼
び

か
け

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
る

清
掃

活
動

を
行

っ
て

い
ま

す
。

四
万

十
市

観
光

振
興

連
絡

会
議

の
一

員
で

あ
る

四
万

十
川

自
然

再
生

協
議

会
も

こ
の

行
事

に
毎

年
参

加
し

て
い

ま
す

。
今

年
は

四
万

十
市

立
中

村
西

中
学

校
の

子
ど

も
た

ち
を

含
む

2
5

団
体

、
計

1
7

0
名

が
参

加
し

、
ヤ

ナ
ギ

林
内

に
流

れ
込

ん
だ

モ
ク

や
ゴ

ミ
の

収
集

、
モ

ク
の

焼
却

、
駐

車
場

や
「

菜
の

花
ま

つ
り

」
出

店
エ

リ
ア

の
前

付
近

や
四

万
十

川
キ

ャ
ン

プ
場

前
の

道
沿

い
、

及
び

駐
車

場
の

草
刈

り
、

刈
り

取
っ

た
草

の
集

積
を

行
い

ま
し

た
。

多
く

の
参

加
者

の
協

力
に

よ
り

、
3

時
間

弱
で

ヤ
ナ

ギ
林

の
林

床
は

明
る

く
菜

の
花

が
健

全
に

育
つ

こ
と

の
で

き
る

環
境

に
な

り
、

訪
れ

た
人

々
に

心
地

よ
く

過
ご

し
て

も
ら

え
る

綺
麗

な
景

観
を

確
保

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。

モ
ク

・
ゴ

ミ
収

集
（

中
学

生
）

駐
車

場
の

草
刈

り
（

入
田

地
区

）
モ

ク
・

ゴ
ミ

収
集

（
再

生
協

）
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マ
イ

ヅ
ル

テ
ン

ナ
ン

シ
ョ

ウ
は

秋
に

な
る

と
地

上
部

が
枯

れ
て

地
下

で
「

球
茎

(き
ゅ

う
け

い
)」

と
呼

ば
れ

る
イ

モ
の

姿
で

冬
を

越
し

ま
す

が
、

結
実

し
た

株
は

初
冬

頃
ま

で
赤

く
色

づ
い

た
実

を
つ

け
て

残
っ

て
い

ま
す

。
秋

の
観

察
会

は
結

実
株

の
探

索
と

、
健

全
に

発
芽

、
成

長
で

き
る

環
境

を
維

持
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
実

施
し

て
い

ま
す

。
生

育
地

と
移

植
実

験
地

に
は

、
い

ず
れ

も
人

の
背

丈
以

上
に

ま
で

伸
び

た
セ

イ
タ

カ
ア

ワ
ダ

チ
ソ

ウ
や

つ
る

植
物

等
が

密
生

し
て

い
る

状
況

で
し

た
。

そ
こ

で
、

参
加

者
は

、
結

実
株

の
探

索
と

草
刈

り
の

二
手

に
分

か
れ

て
作

業
を

行
い

ま
し

た
。

結
実

株
の

探
索

チ
ー

ム
は

、
夏

の
観

察
会

（
5

月
1

8
日

開
催

）
の

際
に

生
育

や
開

花
を

確
認

し
た

場
所

に
立

て
た

目
印

の
竹

杭
を

頼
り

に
、

そ
の

周
囲

の
草

を
手

鎌
で

刈
り

な
が

ら
探

索
を

行
い

ま
し

た
が

、
マ

イ
ヅ

ル
テ

ン
ナ

ン
シ

ョ
ウ

は
地

上
部

が
枯

れ
て

見
え

な
く

な
っ

て
お

り
、

結
実

株
を

確
認

す
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
。

そ
の

後
は

、
古

く
な

っ
て

腐
っ

た
目

印
杭

の
交

換
作

業
を

行
い

ま
し

た
。

草
刈

り
チ

ー
ム

は
、

刈
払

機
を

用
い

て
目

印
の

な
い

所
か

ら
作

業
を

始
め

、
探

索
を

行
っ

た
範

囲
へ

と
作

業
を

進
め

て
い

き
ま

し
た

。
参

加
者

は
日

頃
か

ら
熱

心
に

活
動

に
参

加
し

て
い

る
人

が
中

心
で

あ
っ

た
た

め
、

約
1

時
間

半
と

い
う

短
時

間
で

作
業

を
終

え
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。

結
実

株
の

探
索

・
杭

打
直

し

生
育

地
の

草
刈

り

移
植

実
験

地
で

の
結

実
株

探
索

と
草

刈
り
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今
回

巡
っ

た
四

万
十

の
水

辺
・

8
8

番
四

万
十

川
源

流
点

・
8

7
番

追
合

の
滝

・
8

6
番

稲
葉

洞
・

8
5

番
高

樋
沈

下
橋

（
大

股
沈

下
橋

）
・

8
4

番
四

万
十

源
流

の
里

・
8

2
番

銘
水

久
万

秋
の

湧
水

・
8

1
番

久
万

秋
沈

下
橋

・
8

3
番

島
ノ

川
渓

谷

8
6

番
稲

葉
洞

（
標

柱
の

清
掃

）

四
万

十
川

自
然

再
生

協
議

会
は

、
平

成
1

5
年

度
か

ら
2

2
年

度
に

か
け

て
地

元
住

民
に

聞
き

取
り

調
査

を
行

い
、

独
自

に
「

四
万

十
の

水
辺

八
十

八
カ

所
」

を
選

定
し

ま
し

た
。

ま
た

、
そ

の
普

及
啓

発
を

図
る

た
め

、
選

定
し

た
水

辺
を

巡
る

バ
ス

ツ
ア

ー
を

平
成

2
3

年
度

か
ら

毎
年

開
催

し
て

い
ま

す
。

ツ
ア

ー
は

、
四

万
十

川
自

然
再

生
協

議
会

の
加

盟
団

体
を

中
心

に
参

加
を

呼
び

掛
け

て
実

施
し

て
お

り
、

ツ
ア

ー
中

に
は

設
置

し
て

い
る

標
柱

（
木

製
）

の
状

況
確

認
や

清
掃

も
行

っ
て

い
ま

す
。

こ
れ

ま
で

に
全

8
8

地
点

を
6

回
に

わ
け

て
巡

っ
て

お
り

、
1

3
回

目
（

3
巡

目
の

第
1

回
目

）
と

な
る

今
回

は
、

下
記

に
示

し
た

四
万

十
川

上
流

域
（

津
野

町
、

中
土

佐
町

）
の

8
カ

所
を

訪
ね

ま
し

た
。

8
4

番
四

万
十

源
流

の
里

8
8

番
四

万
十

川
源

流
点

お
い
あ
い

た
か

ひ
お
お
ま
た

め
い
す
い

く
ま
あ
き

く
ま
あ
き
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「
四

万
十

つ
る

の
里

祭
り

」
は

、
平

成
2

1
年

度
か

ら
毎

年
ツ

ル
が

飛
来

す
る

秋
～

冬
に

四
万

十
つ

る
の

里
づ

く
り

の
会

の
主

催
に

よ
り

開
催

さ
れ

て
お

り
、

「
ツ

ル
の

里
づ

く
り

」
の

取
り

組
み

を
よ

り
多

く
の

地
域

住
民

に
知

ら
せ

た
い

と
い

う
会

員
の

発
意

に
よ

っ
て

始
ま

り
ま

し
た

。
今

年
は

約
7

0
0

人
が

会
場

で
あ

る
四

万
十

市
立

東
中

筋
中

学
校

（
通

常
時

は
休

校
中

）
に

足
を

運
び

、
多

彩
な

催
し

を
楽

し
み

ま
し

た
。

第
1

回
目

か
ら

こ
の

祭
り

に
協

力
し

て
い

る
四

万
十

川
自

然
再

生
協

議
会

は
、

「
ツ

ル
食

堂
」

と
名

付
け

ら
れ

た
飲

食
ス

ペ
ー

ス
で

、
四

万
十

川
河

畔
で

摘
ん

だ
野

草
を

使
用

し
た

野
草

が
ゆ

を
作

り
、

来
場

者
に

無
料

で
提

供
し

ま
し

た
。

に
ぎ

わ
い

状
況

ツ
ル

食
堂

（
四

万
十

の
野

草
が

ゆ
配

布
中

）
ツ

ル
食

堂
（

四
万

十
の

野
草

が
ゆ

作
成

中
）
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四
万

十
市

観
光

振
興

連
絡

会
議

に
所

属
す

る
7
団

体
、

合
計

4
9
名

が
参

加
し

、
「

菜
の

花
ま

つ
り

会
場

整
備

」
が

行
わ

れ
ま

し
た

。
こ

の
日

は
、

ス
タ

ッ
フ

駐
車

場
と

な
る

場
所

等
の

草
刈

り
、

散
策

路
沿

い
の

竹
杭

と
ロ

ー
プ

の
補

修
、

ご
み

拾
い

、
会

場
内

の
通

路
や

散
策

路
の

補
修

を
行

い
ま

し
た

。
四

万
十

川
自

然
再

生
協

議
会

は
、

菜
の

花
を

守
る

た
め

に
設

置
し

た
竹

杭
の

補
修

作
業

を
行

い
ま

し
た

。
作

業
は

、
ま

ず
竹

杭
を

点
検

し
、

風
雨

に
さ

ら
さ

れ
根

元
が

緩
ん

だ
竹

杭
を

打
ち

直
し

、
割

れ
た

竹
杭

は
新

し
い

も
の

に
取

替
え

、
切

れ
た

ロ
ー

プ
を

つ
な

ぎ
合

わ
せ

て
し

っ
か

り
と

張
り

直
し

ま
し

た
。

通
路

や
散

策
路

の
補

修
に

つ
い

て
は

、
水

た
ま

り
の

水
を

か
き

出
し

た
り

即
席

の
排

水
路

を
掘

っ
た

後
、

ト
ラ

ッ
ク

で
土

砂
を

運
び

込
ん

で
、

皆
で

窪
み

を
埋

め
て

踏
み

固
め

ま
し

た
。

ま
た

、
大

き
な

窪
み

は
、

バ
ッ

ク
ホ

ウ
を

巧
み

に
操

作
し

、
綺

麗
に

敷
き

な
ら

し
ま

し
た

。
2
時

間
ほ

ど
の

作
業

で
、

「
入

田
ヤ

ナ
ギ

林
菜

の
花

ま
つ

り
」

の
会

場
は

、
来

場
者

を
迎

え
入

れ
る

準
備

が
整

い
ま

し
た

。

竹
杭

と
ロ

ー
プ

の
補

修
散

策
路

の
補

修
草

刈
り

メ
イ

ン
通

路
の

補
修
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収入の部

科　　目 予算額 決算額

前年度繰越金 57,121 57,121

助成金 250,000 239,360

雑収入 0 84,643

利息 0 7

合計 307,121 381,131

支出の部

科　　目 予算額 決算額

会議費 35,000 23,100

修繕費 206,800 206,800

保険料 0 6,700

通信費 0 3,980

賃借料 0 85,800

消耗品費 0 13,200

雑費 65,321 7,325

次年度繰越金 34,226

合計 307,121 381,131

四万十の水辺八十八カ所標柱補修費

四万十川自然観察会
四万十の水辺八十八カ所めぐりバスツアー

切手、ハガキ代

四万十の水辺八十八カ所めぐりバス借上げ料

再生協封筒代

総会通信費

備   考

令和６年度 会計報告

備   考

一般社団法人　四国クリエイト協会(200,000)
公益財団法人　河川財団（39,360）

寄付金、菜の花売上金、お礼金
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1４ 



①

◆ 自然再生事業に関する活動

②

◆ 入田ヤナギ林菜の花まつり

◆ 四万十つるの里祭り

③

◆ 四万十川自然観察会

◆ 四万十の水辺八十八カ所めぐり

④

◆ 入田ヤナギ林一斉清掃

◆ 菜の花まつり会場整備

◆ マイヅルテンナンショウ保護活動

自然再生事業の着実な実施と効果の発現

地域との交流・地域活性化

四万十川の環境保全意識の高揚

河川環境の維持・保全活動

令和７年度 活動計画（案）

15



収入の部

科　　目 金　　額

前年度繰越金 34,226  

助成金 200,000  

合計 234,226  

支出の部

科　　目 金　　額

会議費 20,000  

修繕費 206,800  

雑費 7,426 

合計 234,226

令和7年度 予算（案）

備　　考

一般社団法人　四国クリエイト協会（200,000）

備　　考

四万十の水辺八十八カ所標柱補修費

講師謝金・通信費（再生協総会、マイヅルテンナンショウの会総会）
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